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Bar = 200μm。 Ｂ；陰窩腔内のトリコ


























































写真４ 豚の脳脊髄血管症およびPneumocy s t i s
cariniiが認められた間質性肺炎：　A；中
脳の血管周囲にみられた好酸性滴状物。
ＨＥ染色。 Bar = 50μm。B；肺胞中隔
にみられたPneumocystis carinii（矢頭）。
HE染色。 Bar =20μm。


































































































































































































色。 Bar = 100μm。 Ｂ；固有腺上皮細
胞にみられた好塩基性核内封入体（矢印）。




Bar = 200μm。 Ｂ；固有腺上皮細胞に
みられた好塩基性核内封入体（矢印）とハ
ローを形成する好酸性核内封入体（矢頭）。
HE染色。 Bar = 20μm。
り，筋胃の角質層と粘膜上皮細胞の封入体に陽性抗原が
認められた。
病原検索：実施せず。
診断と討議：組織診断名は鶏アデノウイルスによる好
塩基性核内封入体の形成を伴った筋胃び爛とされ，疾病
診断名は鶏アデノウイルスによる筋胃び爛とされた。本
症例は粘膜の炎症が高度であることからアデノウイルス
の単独感染かどうか議論されたが，病原検索など実施し
ていないため，他の病原体の関与について不明であった。
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